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農
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使
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﹁
食
品
衛
生
法
﹂
が
改
正
さ
れ
、
平
成

18
年
５
月
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
と
は
、
す
べ
て

の
農
産
物
に
残
留
農
薬
の
基
準
値
が
定
め

ら
れ
た
も
の
で
、
今
ま
で
残
留
基
準
が
な

か
っ
た
農
産
物
に
も
一
律
の
厳
し
い
基
準

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
及
び
県
内
外
に
お
い
て
、
残
留
農
薬

の
基
準
値
を
超
え
た
農
作
物
が
発
見
さ

れ
、問
題
と
な
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
多
く
の
野
菜
が
生

産
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
陸
大
宮
市
の

農
産
物
を
安
心
し
て
消
費
者
に
食
べ
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
生
産
者
一
人
ひ
と
り

が
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
遵
守
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
農
薬
散
布
の
前
に
は

次
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意
し
、
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農薬ラベルの確認をしましょう

～農薬使用の基本はラベルです～
○使用方法や注意事項をよく読んで使用してください。
　「農林水産省登録番号」の記載がない「無登録農薬」は農作物に使用できません。
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～止水管理は農薬の効果を安定させます～

水田からの農薬流出を防ぎましょう

　水田への農薬散布後７日間は
落水・かけ流しをしないように
しましょう。

周辺の環境に配慮して農薬を散布しましょう

○無風か風の弱い時に風向に注意して散布しましょう。
○対象とする作物だけにかかるよう散布の方向や位置に注意しましょう。
○適切なノズルを用い、圧力を高めすぎないようにしましょう。
○周りの農家さんと声をかけあい、周りの畑で収穫直前の作物がある場合は、散布日

や収穫日を変更するなどの調整をしましょう。

○散布器具をよく洗浄しましょう。
散布機のタンクやホースに前回使用した薬液が残っていると、次回の散布時にその
まま散布されてしまい、農薬残留の問題につながります。

常陸大宮地域農業改良普及センター　　　　　　　　　　☎0295－53－0116
病害虫防除所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎029－227－2445
県北農林事務所　企画調整部門　振興・環境室　　　　　☎0294－80－3303
茨城県　農林水産部　農産課　　　　　　　　　　　　　☎029－301－1111（代表）
常陸大宮市役所　経済建設部　農林課　農林畜産振興Ｇ　☎0295－52－1111（代表）

　大雨等で降水量が多くなるお
それがある場合は、農薬使用を
控えましょう。

　畦畔の管理をしっかり行って
漏水を防ぎましょう。

　学校、保育所、病院、公園等の公共施設、街路樹、住宅地とこれに近接する土地、住
宅地に近接する森林等、及び住宅地に隣接した家庭菜園・市民農園を含む農地の管理に
あたっては、農薬の飛散を原因とする、住民や子ども等への健康被害が生じないよう、
できるだけ農薬を使用しない管理を心がけましょう。
　また、農薬を散布せざるを得ない場合でも、農薬の飛散防止に努めるなど、十分な配
慮をしましょう。

■農薬に関して不明な点がある場合は下記の関係機関までお問い合わせください。

農薬飛散防止のポイント

散布後は


